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Ｑ　

次
期
財
政
改
革
プ
ラ
ン

は
、
さ
ら
な
る
県
債
発
行
の
縮

減
に
努
力
し
、
踏
み
込
ん
だ

県
債
残
高
の
縮
減
目
標
を
設

定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字

化
を
目
標
に
掲
げ
る
べ
き
で

あ
る
。
知
事
の
決
意
を
伺
う
。

Ａ　

将
来
世
代
の
負
担
を
軽

減
し
、
持
続
可
能
で
安
定
し
た

財
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く
に

は
、
引
き
続
き
通
常
債
残
高
の

縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
。
次
期
財
政
改
革
プ

ラ
ン
の
目
標
設
定
に
当
た
っ
て

は
、
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る

「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒

字
化
」と
と
も
に
、
通
常
債
残

高
の
縮
減
目
標
も
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

府
県
制
の
制
定
か
ら
１

２
５
年
を
経
過
し
た
今
日
で

も
都
府
県
の
境
を
越
え
た
「
飛

び
地
」
が
全
国
に
残
り
、
福
岡

県
内
に
も
存
在
し
て
い
る
。

一
日
も
早
く
解
消
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

山
口
県
と
の
漁
場
境
界
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

Ａ　

大
牟
田
市
内
３
か
所
に

あ
る
熊
本
県
荒
尾
市
の
「
飛
び

地
」
に　

世
帯
約　

人
が
住
ん

１６

４０

で
お
ら
れ
る
が
、
生
活
上
の
不

便
が
あ
る
と
の
声
は
特
段
寄
せ

ら
れ
て
い
な
い
。「
飛
び
地
」
の

解
消
は
、
住
民
に
身
近
な
市

町
村
が
判
断
す
る
べ
き
で
あ

り
、
ま
ず
は
大
牟
田
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
県
と
山
口
県
の
漁
場
境
界

に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島
の
沖
合

区
域
の
取
り
扱
い
に
両
県
の
立

場
に
違
い
が
あ
る
。
山
口
県
と

連
絡
を
密
に
し
、
両
県
の
漁
業

者
が
安
心
し
て
操
業
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

県
は
「
あ
ま
お
う
」「
夢
つ

く
し
」
な
ど
７
品
目
を
農
林
水

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
認

定
し
て
い
る
が
、「
博
多
和
牛
」

や
イ
チ
ジ
ク
の
「
と
よ
み
つ
ひ

め
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
今

後
ど
の
よ
う
な
農
林
水
産
物

を
ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
育
て
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
県
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

本
県
が
開
発
し
た
独
自

品
種
を
は
じ
め
、
品
質
が
極
め

て
高
く
、
生
産
者
が
一
丸
と
な

っ
て
産
地
化
を
進
め
て
い
る
品

目
を
ブ
ラ
ン
ド
品
に
育
て
て
い

き
た
い
。
具
体
的
に
は
「
博
多

和
牛
」「
と
よ
み
つ
ひ
め
」「
博
多

な
す
」、
ミ
カ
ン
の
「
北
原
早

生
」「
は
か
た
地
ど
り
」、
イ
カ

の
「
一
本
槍
」
な
ど
で
あ
る
。

県
で
は
、
引
き
続
き
、
安
定
生

産
の
た
め
の
技
術
指
導
、
機

械
・
設
備
の
整
備
、
農
と
商
工

が
連
携
し
た
６
次
産
業
化
に

よ
る
加
工
品
開
発
へ
の
支
援
な

ど
に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の

品
目
が
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。
県
産
材
に

つい
て
は
、
コ
ス
ト
面
の
課
題
は

あ
る
が
、
収
縮
が
少
な
い
な
ど

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
製
品
づ

く
り
や
不
燃
化
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　
「
障
が
い
者
差
別
解
消
条

例
」
の
制
定
を
待
ち
望
む
多
く

の
県
民
に
向
け
て
、
知
事
の
決

意
を
聞
き
た
い
。
今
後
ど
の

よ
う
な
手
順
で
い
つ
ま
で
に
制

定
す
る
の
か
。

Ａ　

条
例
の
制
定
に
よ
り
県

民
の
障
害
者
に
対
す
る
理
解
、

差
別
の
解
消
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
促
進
し
、
県
が
目
指

し
て
い
る
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社

会
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
、
障
害
者
団
体
、
事
業
者

団
体
、
行
政
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
県
障
害
者
差
別
解

消
支
援
地
域
協
議
会
と
の
協

議
、
県
障
害
者
施
策
審
議
会
へ

の
諮
問
・
答
申
を
経
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
広
く
県
民

か
ら
意
見
を
伺
っ
た
上
で
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
制
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

一
環
と
し
て
、
生
活
保
護
世

帯
、
市
町
村
民
税
所
得
割
額

非
課
税
世
帯
、
そ
れ
以
外
の

世
帯
の
３
層
に
分
け
、
独
自

に
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

実
態
調
査
を
実
施
す
る
べ
き

と
考
え
る
。
知
事
の
見
解
を

尋
ね
る
。

Ａ　

県
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
計
画
」
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
国
の
大
綱
を
踏
ま
え
、

生
活
保
護
世
帯
の
高
校
等
ま

た
大
学
等
へ
の
進
学
率
を
把
握

し
、
公
表
し
た
。
生
活
保
護

世
帯
で
は
な
い
が
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
市

町
村
民
税
所
得
割
額
非
課
税

世
帯
な
ど
に
関
す
る
高
校
、
大

学
等
へ
の
進
学
率
は
、
今
後
、

調
査
実
施
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
本
年
６
月
に
県
内

４
か
所
に
開
設
し
た
「
子
ど
も

支
援
オ
フ
ィ
ス
」
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
内
容
を
集
約
・
分
析
。

生
活
困
窮
世
帯
の
生
活
実
態

や
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
新

た
な
施
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

経
済
的
に
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
高
校
生
向

け
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を

本
県
が
独
自
に
創
設
す
る
こ

と
に
つ
い
て
知
事
の
見
解
を
尋

ね
る
。

Ａ　

現
在
、
高
校
生
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
授
業
料
に
充
て
る
た
め
の

高
校
等
就
学
支
援
金
、
ま
た

授
業
料
以
外
の
教
育
に
必
要

な
経
費
を
支
援
す
る
た
め
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
や
市
町
村

民
税
所
得
割
額
非
課
税
世
帯

に
対
し
て
高
校
生
等
奨
学
給

付
金
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
て
全
国
有
数
規
模
の

奨
学
金
の
貸
与
で
、
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
現
在
、
大
学
生
向

け
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

検
討
が
進
め
ら
れ
、
支
給
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
精
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。
高
校
生
向
け
の

給
付
型
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

は
既
存
の
制
度
と
の
関
係
、
国

の
検
討
状
況
、
他
県
の
動
向
等

も
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
の
対

応
を
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

本
県
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
と
計
画
期
間
を
問
う
。
計

画
遂
行
の
た
め
、
毎
年
の
進

捗
状
況
や
評
価
結
果
の
内
容

を
議
会
や
県
民
に
開
示
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
開
示
時
期
や

方
法
も
計
画
に
明
記
す
る
べ

き
と
考
え
る
。

Ａ　

現
在
、
策
定
に
向
け
た

作
業
を
行
っ
て
お
り
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
今

年
度
中
に
議
会
に
提
案
し
た

い
。
計
画
期
間
は
、
将
来
の
人

口
や
財
政
の
見
通
し
を
基
に

し
た
長
期
的
な
視
点
が
必
要

で
あ
る
一
方
で
、
社
会
情
勢
の

変
化
を
考
慮
し
た
実
効
性
あ

る
計
画
と
し
て
い
く
た
め
、　
１０

年
を
予
定
し
て
い
る
。
進
捗
状

況
等
の
議
会
へ
の
報
告
や
公
表

に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
期
や
方

法
を
計
画
に
記
載
す
る
。

Ｑ　

聴
覚
障
害
者
の
情
報
保

障
に
お
い
て
は
、
会
議
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
っ
て
発
言
者
の
話
す
内
容

を
要
約
し
て
文
字
で
表
す
要

約
筆
記
が
手
話
通
訳
と
並
ん

で
重
要
な
役
割
を
担
う
。
本

県
の
要
約
筆
記
者
は
何
人
お

り
、
人
材
育
成
の
状
況
、
県
の

養
成
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

Ａ　

現
在
、
県
内
で
要
約
筆

記
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人

は
１
２
１
人
で
、
そ
の
う
ち
月

１
回
程
度
以
上
活
動
し
て
い
る

人
は　

人
。
登
録
地
別
で
は
、

７１

北
九
州
市　

人
、
福
岡
市　

２２

５０

人
、
久
留
米
市　

人
、
そ
の
他

１３

の
市
町
村　

人
と
な
っ
て
い
る
。

３６

最
近
の
推
移
は
、
平
成　

年
度

２５

の　

人
か
ら
現
在
ま
で
に　

人

８５

３６

増
加
。
要
約
筆
記
者
養
成
研

修
の
修
了
者
数
は
、
政
令
市
が

実
施
し
て
い
る
研
修
の
修
了
者

数
を
含
め
、　

年
度　

人
、　

２４

４５

２５

年
度　

人
、　

年
度　

人
、　

３８

２６

２６

２７

年
度　

人
で
、
今
後
さ
ら
に
人

２９

材
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

県
は　

年
度
か
ら
３
か
年
で

２４

　

人
を
養
成
、
第
３
期
福
岡

４３県
障
害
者
福
祉
計
画
で　

年
２７

度
か
ら
３
か
年
で
新
た
に　
６６

人
を
養
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

Ｑ　

北
九
州
市
が
取
り
組
む

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
活
用
し

た
「
先
進
的
介
護
」
の
実
証
実

装
事
業
に
県
も
関
与
し
、
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

Ａ　

北
九
州
市
の「
国
家
戦
略

特
区
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
・
普
及
事
業
」は
、
介
護
の

現
場
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し

て
、
そ
の
効
果
を
測
る
と
と
も

に
、
入
居
者
や
介
護
者
の
視
点

に
基
づ
い
た
新
た
な
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
・
普
及
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
、
大
変
有
意

義
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
県

は
、
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
普
及

が
進
む
よ
う
、
北
九
州
市
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
参
画

す
る
企
業
に
対
し
て
、
開
発
や

実
証
に
か
か
る
費
用
の
助
成
、

開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
販
路
の

拡
大
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

Ｑ　

森
林
環
境
税
を
活
用
し

た
「
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
」

と
「
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

の
推
進
」
の
こ
れ
ま
で
の
実
施

状
況
及
び
事
業
効
果
。
ま
た
、

継
続
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

Ａ　

調
査
の
結
果
、
特
定
さ
れ

た
荒
廃
森
林
約
２
万
９
９
０

０
㌶
の
う
ち
、
市
町
村
が
森
林

所
有
者
と
協
定
締
結
し
た
も

の
か
ら
順
次
、
間
伐
等
を
実
施

し
、　

年
度
ま
で
に
約
２
万
１

２７
０
０
０
㌶
を
整
備
し
た
。
森

林
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

県
民
が
自
ら
企
画
立
案
し
て

実
行
す
る
間
伐
や
植
樹
を
支

援
し
、
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
税
導
入
前
の
約
４
倍
、
２

０
０
団
体
ま
で
増
加
し
て
い

る
。
継
続
に
つ
い
て
は
、
木
材

価
格
の
下
落
な
ど
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
新
た
に

森
林
荒
廃
が
進
む
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
市
町
村
、
関

係
団
体
、
県
議
会
、
県
民
の
意

見
を
聞
き
、
今
後
の
在
り
方
を

検
討
す
る
。

Ｑ　

熊
本
地
震
で
影
響
を
受

け
た
旅
行
需
要
を
回
復
、
喚

起
す
る
た
め
旅
行
商
品
を
割

引
助
成
す
る
「
九
州
ふ
っ
こ
う

割
」
の
販
売
状
況
及
び
経
済
効

果
の
見
込
み
。
ま
た
、
事
業

終
了
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

第
一
期
分
は
３
億
９
千

万
円
余
の
予
算
額
に
対
し
、
執

行
見
込
額
が
３
億
７
千
万
円

余
で
、
ほ
ぼ
完
売
の
状
況
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
ク
ー
ポ

ン
券
の
購
入
者
は
九
州
域
外
が

約
６
割
を
占
め
、
福
岡
市
内
の

宿
泊
施
設
で
の
利
用
が
約
７

割
。
紙
の
宿
泊
券
の
購
入
者
は

九
州
の
方
が
約
７
割
を
占
め
、

福
岡
市
以
外
で
の
利
用
が
約

６
割
。
地
震
発
生
直
後
の
県

内
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
数
の
２

倍
に
当
た
る
約　

万
人
泊
分

１２

の
需
要
回
復
を
目
指
す
こ
と

で
、
約　

億
円
の
消
費
喚
起
効

３６

果
を
見
込
む
。
事
業
終
了
後

は
、
人
気
の
高
か
っ
た
観
光
コ

ー
ス
の
Ｐ
Ｒ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
分
析
に
よ
り
、
新
規
観
光

客
の
開
拓
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確

保
に
つ
な
げ
る
。

Ｑ　

県
選
管
に
よ
る
と
、
今

回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
の

　

歳
、　

歳
の
投
票
率
が　

１８

１９

２０

歳
代
の
投
票
率
を
上
回
っ
た
。

高
校
段
階
の
主
権
者
教
育
の

成
果
を
教
育
長
は
ど
う
評
価

す
る
の
か
。
ま
た
、
学
校
教

育
全
体
を
通
し
た
主
権
者
教

育
に
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

県
立
高
校
で
は
昨
年
度

か
ら
模
擬
選
挙
等
を
取
り
入

れ
、
投
票
行
動
を
促
進
す
る

取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
こ
の

成
果
は
表
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
学
校
教
育
全
体

を
通
し
た
取
り
組
み
は
、
児
童

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
将
来

に
わ
た
っ
て
選
挙
に
参
加
し
続

け
よ
う
と
す
る
意
志
と
態
度

が
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を

通
じ
て
着
実
に
身
に
付
く
よ

う
、
系
統
的
か
つ
実
践
的
な
指

導
に
取
り
組
む
。


